
令
和
三
年
政
令
第
六
十
五
号

炭
酸
二
カ
リ
ウ
ム
に
対
し
て
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
関
税
定
率
法
（
明
治
四
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）
第
八
条
第
九
項
及
び
第
三
十
七
項
の
規
定
に
基
づ

き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

（
課
税
物
件
）

第
一
条
　
第
一
号
に
掲
げ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
第
二
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
第
三
号
に
掲

げ
る
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
特
定
貨
物
」
と
い
う
。
）
に
は
、
関
税
定
率
法
（
以
下
「
法
」
と
い

う
。
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
不
当
廉
売
関
税
を
課
す
る
。

一
　
法
の
別
表
第
二
八
三
六
・
四
〇
号
に
掲
げ
る
物
品
の
う
ち
炭
酸
二
カ
リ
ウ
ム
（
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
単

に
「
炭
酸
二
カ
リ
ウ
ム
」
と
い
う
。
）

二
　
大
韓
民
国

三
　
令
和
三
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
令
和
八
年
六
月
二
十
三
日
ま
で
の
期
間

２
　
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
貨
物
で
あ
っ
て
、
同
項
第
二
号
に
掲
げ
る
国
を
原
産
地
と
す
る
も
の
の
う
ち
、
令
和
三

年
三
月
二
十
五
日
か
ら
同
年
六
月
二
十
三
日
ま
で
の
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
る
も
の
（
以
下
「
暫
定
不
当
廉
売
関
税

賦
課
貨
物
」
と
い
う
。
）
に
は
、
法
第
八
条
第
二
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
、
不
当
廉
売
関
税
を
課
す
る
。

３
　
こ
の
政
令
に
お
け
る
原
産
地
に
つ
い
て
は
、
関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
第
四
条
の

二
第
四
項
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
税
率
）

第
二
条
　
特
定
貨
物
又
は
暫
定
不
当
廉
売
関
税
賦
課
貨
物
に
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
の
税
率
は
、
三
十
・
八
パ
ー
セ

ン
ト
と
す
る
。

（
提
出
書
類
）

第
三
条
　
税
関
長
は
、
炭
酸
二
カ
リ
ウ
ム
又
は
保
税
工
場
若
し
く
は
総
合
保
税
地
域
に
お
い
て
行
わ
れ
た
炭
酸
二
カ

リ
ウ
ム
を
原
料
の
一
部
と
す
る
製
造
に
よ
る
製
品
で
あ
る
外
国
貨
物
を
輸
入
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
し
、
当
該
炭

酸
二
カ
リ
ウ
ム
の
原
産
地
を
証
明
し
た
書
類
を
提
出
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
関
税
法
施
行
令
第
六
十
一
条
第
二
項
及
び
第
三
項
並
び
に
関
税
暫
定
措
置
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
五
年
政
令
第

六
十
九
号
）
第
二
十
八
条
の
規
定
は
、
前
項
の
書
類
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
関
税
法
施
行

令
第
六
十
一
条
第
二
項
中
「
同
号
の
便
益
を
受
け
よ
う
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
そ
の
証
明
に
係
る
」
と
、
関
税

暫
定
措
置
法
施
行
令
第
二
十
八
条
中
「
前
条
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
炭
酸
二
カ
リ
ウ
ム
に
対
し
て
課
す
る
不
当

廉
売
関
税
に
関
す
る
政
令
第
三
条
第
一
項
」
と
、
「
蔵
入
れ
申
請
等
が
さ
れ
る
物
品
に
つ
い
て
は
、
当
該
蔵
入
れ

申
請
等
。
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
」
と
あ
る
の
は
「
当
該
証
明
に
係
る
物
品
に
つ
い
て
蔵
入
れ
申
請
等
が
さ

れ
る
場
合
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
蔵
入
れ
申
請
等
の
場
合
」
と
い
う
。
）
に
あ
つ
て
は
当
該
蔵
入
れ
申
請
等

と
し
、
当
該
証
明
に
係
る
物
品
が
特
例
申
告
に
係
る
貨
物
で
あ
る
場
合
（
蔵
入
れ
申
請
等
の
場
合
を
除
く
。
）
に

あ
つ
て
は
当
該
特
例
申
告
と
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
関
税
法
の
適
用
）

第
四
条
　
特
定
貨
物
又
は
暫
定
不
当
廉
売
関
税
賦
課
貨
物
に
課
す
る
不
当
廉
売
関
税
及
び
法
の
別
表
の
税
率
（
条
約

中
に
関
税
に
つ
い
て
特
別
の
規
定
が
あ
り
当
該
特
別
の
規
定
の
適
用
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
特
別
の
規

定
に
よ
る
税
率
と
す
る
。
）
に
よ
る
関
税
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
別
個
の
関
税
と
し
て
関
税
法
（
昭
和
二
十
九

年
法
律
第
六
十
一
号
）
第
二
章
の
規
定
を
適
用
す
る
。

（
還
付
の
計
算
期
間
等
）

第
五
条
　
特
定
貨
物
又
は
暫
定
不
当
廉
売
関
税
賦
課
貨
物
に
係
る
第
一
条
の
規
定
に
よ
り
課
さ
れ
る
不
当
廉
売
関
税

の
法
第
八
条
第
三
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
還
付
の
請
求
は
、
毎
年
六
月
一
日
か
ら
翌
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
の
期

間
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
計
算
期
間
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
当
該
計
算
期
間
内
に
輸
入
さ
れ
た
特
定
貨
物

又
は
暫
定
不
当
廉
売
関
税
賦
課
貨
物
に
係
る
同
項
に
規
定
す
る
要
還
付
額
に
相
当
す
る
額
に
つ
い
て
、
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

附
　
則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
六
月
二
三
日
政
令
第
一
七
七
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
政
令
は
、
令
和
三
年
六
月
二
十
四
日
か
ら
施
行
す
る
。
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